
 
 

 
 

 

 
 

 
 

「

今

の

浜

松

市

を

憂

う

！

」

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

―

―

旅

費

の

ご

ま

か

し

、

基

地

強

化

、

特

攻

隊

賛

美

映

画

上

映

―

―

 

  

ア

ク

ト

シ

テ

イ

が

そ

び

え

立

ち

、

大

学

の

建

設

工

事

も

始

ま

っ

て

、

い

か

に

も

外

見

は

立

派

に

な

り

そ

う

に

も

見

え

る

浜

松

市

で

あ

る

が

、

そ

の

行

政

の

実

態

は

ど

う

か

？

 

 

一

、

ま

ず

、

浜

松

基

地

の

現

況

を

見

て

下

さ

い

。

米

軍

機

六

機

が

緊

急

着

陸

し

、

Ａ

Ｗ

Ａ

Ｃ

Ｓ

が

配

備

さ

れ

、

パ

ト

リ

オ

ッ

ト

ミ

サ

イ

ル

部

隊

が

増

強

さ

れ

、

米

空

軍

の

マ

イ

ケ

ル

大

将

が

視

察

に

来

た

。

さ

ら

に

、

航

空

警

戒

司

令

部

も

浜

松

基

地

に

来

る

。

こ

れ

で

押

し

も

押

さ

れ

ぬ

日

本

の

航

空

自

衛

隊

の

中

枢

実

戦

司

令

基

地

と

な

り

、

新

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

に

よ

る

「

周

辺

事

態

法

案

」

が

成

立

す

れ

ば

、

浜

松

基

地

を

米

軍

が

自

由

に

使

う

よ

う

に

な

る

可

能

性

が

十

分

。

今

や

、

浜

松

市

は

「

軍

事

都

市

」

化

に

向

け

て

、

ひ

た

走

り

に

走

る

…

。

こ

の

ま

ま

で

は

、

も

し

戦

争

が

始

ま

れ

ば

、

真

っ

先

に

浜

松

市

が

狙

わ

れ

て

、

ま

た

焼

け

野

原

に

…

。

 

 

一

、

浜

松

基

地

の

現

況

に

つ

い

て

、

栗

原

市

長

は

「

国

の

や

る

こ

と

だ

か

ら

…

」

の

一

点

張

り

。 

市

民

の

生

命

や

生

活

が

ど

う

な

ろ

う

が
「

知

ら

ぬ

顔

」
。
市

長

を

選

ん

だ

の

は

市

民

だ

か

ら

、
市

民

に

も

責

任

は

あ

る

が

、
「

そ

ん

な

は

ず

で

は

な

か

っ

た

！

」
と

、
み

ん

な

心

の

底

で

歯

ぎ

し

り

し

て

い

る

こ

と

で

あ

ろ

う

。

 

 

一

、「
音

楽

の

町

は

ま

ま

つ

」
と

い

う

心

よ

い

キ

ャ

ッ

チ

フ

レ

ー

ズ

も

、
爆

音

に

か

き

消

さ

れ

、

 

音

楽

振

興

課

の

元

部

長

や

、

現

課

長

が

、

出

張

旅

費

を

ご

ま

か

し

て

フ

ト

コ

ロ

へ

。

そ

れ

が

 

バ

レ

て

引

責

辞

職

。

任

命

し

た

市

長

に

責

任

は

な

い

の

か

。

腐

り

果

て

た

る

浜

松

市

政

よ

！

 

 

一

、

八

月

十

五

日

の

敗

戦

記

念

日

。

浜

松

市

主

催

の

「

戦

没

者

追

悼

平

和

祈

念

式

典

」

の

案

内

状

の

中

に

、
「

特

攻

隊

賛

美

」

や

「

天

皇

奉

祝

」

の

映

画

チ

ラ

シ

を

同

封

し

、
「

ぜ

ひ

ご

鑑

 

賞

下

さ

い

」

と

六

千

名

の

人

々

に

勧

め

、

軍

国

主

義

鼓

吹

と

も

と

れ

る

言

動

を

、

市

当

局

が

 

行

っ

た

。

軍

国

主

義

の

犠

牲

と

な

っ

た

戦

没

者

達

は

、

戦

争

放

棄

と

、

軍

備

不

保

持

を

定

め

 

た

平

和

憲

法

こ

そ

、

心

か

ら

喜

び

、

訴

え

て

い

る

と

思

わ

れ

る

の

に

…

。

 

精

神

的

に

も

浜

松

市

政

は

、

危

険

度

を

増

し

た

。

 

 

〇

こ

の

よ

う

に

、
浜

松

市

政

は

怪

し

く

な

り

、
ま

じ

め

な

市

民

の

税

金

が

無

駄

に

使

用

さ

れ

、

 

こ

の

ま

ま

で

は

、

個

人

の

安

全

が

脅

か

さ

れ

、

戦

争

に

巻

き

込

ま

れ

て

い

く

危

険

も

深

ま

っ

 

て

い

く

の

で

は

な

い

か

。

 

 

我

々

は

、
浜

松

市

が

、「
市

民

の

た

め

の

行

政

」
を

行

う

こ

と

を

願

い

、
更

に
「

平

和

憲

 

法

」

を

実

現

す

る

市

政

に

転

換

し

て

い

く

こ

と

を

切

望

す

る

も

の

で

あ

る

。

 
 

  

一

九

九

八

年

九

月

十

三

日

（

日

）

第

三

七

九

回

・

憲

法

を

守

る

平

和

行

進

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

浜

松

市

憲

法

を

守

る

会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

事

務

局

 

浜

松

市

紺

屋

町

三

〇

一

～

十

五

 


